
2026 年の「霜降（そうこう）」は、10 月 23 日から 11 月 7 日までの時期を指します。 

 

「霜が降り始める」という意味で、次の節気「立冬」の前日までを呼びます。 

「霜降（そうこう）」は、秋の最後にあたる節気で、朝晩の冷え込みが一段と増して露が霜に 

変わり始めるころを指します。 

北国や山里では霜が降りはじめるころ。だんだんと冬が近づいてきます。 

初霜の知らせとともに、紅葉も進み、山も街も秋の景色に。紅葉狩りの時季の到来です。 

昔は朝に辺りが白くなっている様子を見て、霜は雪のように空から降ってくると想像し、 

霜は降るといわれるようになったそうです。 

松の幹に藁を巻く晩秋の風物詩「こも巻き」を始める地域もあります。 

 

 

〜奥山にもみぢ踏み分け鳴く鹿の声聞くときぞ秋は悲しき〜 

 

『古今和歌集』、『小倉百人一首』の三十六歌仙の一人、 

猿丸太夫(さるまるだゆう)による歌 

 

「奥深い山でもみじを踏み分けながら鳴く鹿の声を聞くとき、 

秋はひときわ物悲しく感じられる」といった意味です。 

 

人里離れた奥深い山の中で、散り積もったもみじを踏み分けながら、雌鹿を求めて鳴く 

雄鹿の声を聞くときこそ、秋の物悲しさが身に染みて感じられる歌です。 

 

もみじを踏み分けているのは作者か鹿か、その両方か。 

一面に降り積もったもみじと物悲しく響く鹿の鳴き声。 

秋の悲しさや寂しさが感じられます。 

「奥山に」は、奥深い山で鹿の声を聞き、 

目で見る紅葉よりも、耳で聞く鹿の声が心に残り、 

紅葉の美しさを見せるだけでなく、その中に響く鹿の声によって、秋の寂しさを聞かせると

ころに、この歌の魅力があります。 

 

草木が赤や黄色に染まることを「紅葉つ（もみつ）」「黄葉つ（もみつ）」といい、 

秋に草木の葉が赤や黄色に色づくことを表す古語（動詞）です。 

「もみじ」は、「紅葉」と書きますが、本来は木の葉が赤や黄色などに色づくことで、 

「黄葉」とも書きました。「紅葉（もみじ）」の語源といわれています。 

＜語源と由来＞ 

• もみち：動詞「もみつ」が名詞化されたもの。 

• もみじ：平安時代以降に「もみち」が濁音化して「もみじ」と呼ばれるようになりました。 


